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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自己接着性部材における使用のための創傷パッドであって、前記創傷パッドは、繊維を
含み、少なくとも第一及び第二の個別の切り込み群を備えており、前記個別の切り込み群
のそれぞれは、少なくとも第一の切り込み及び第二の切り込みを含み、前記第一の個別の
切り込み及び前記第二の切り込みは共通開始点からそれぞれの終点に延びており、前記第
一の切り込みの終点は前記第二の切り込みの終点から離れており、前記第一の個別の切り
込み群の共通開始点は前記繊維状創傷パッドの機械方向に延びる仮想線の第一の側に設け
られ、前記第二の個別の切り込み群の共通開始点は前記仮想線の第二の側に設けられ、前
記第一の個別の切り込み群の第一の切り込み及び前記第二の個別の切り込み群の第二の切
り込みはそれぞれ前記仮想線と交差する、創傷パッド。
【請求項２】
　前記個別の切り込み群のそれぞれは少なくとも前記共通開始点から延びる第三の切り込
みをも含む、請求項１に記載の創傷パッド。
【請求項３】
　個別の切り込み群内のある切り込みの１つと同一の個別の切り込み群内の他の切り込み
との間の角度は６０°～１５０°である、上記請求項の何れか一項に記載の創傷パッド。
【請求項４】
　各個別の切り込み群内の前記第一の切り込みは、前記創傷パッドの機械方向に対して６
０°～９０°、より好ましくは７５°～９０°、最も好ましくは９０°の角度を有する方
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向に延びている、上記請求項の何れか一項に記載の創傷パッド。
【請求項５】
　同一の個別の切り込み群内の前記第二の切り込みと前記第三の切り込みの間の角度は６
０°～１２０°である、請求項２の組み合わせた上記請求項の何れか一項に記載された創
傷パッド。
【請求項６】
　前記切り込みのそれぞれの長さは、３ｍｍ～７ｍｍ、好ましくは４ｍｍ～６ｍｍ、最も
好ましくは５ｍｍである、上記請求項の何れか一項に記載の創傷パッド。
【請求項７】
　個別の切り込み群の各切り込みの長さは同じである、上記請求項の何れか一項に記載の
創傷パッド。
【請求項８】
　各個別の切り込み群は前記創傷パッドに設けられた他の個別の切り込み群と同じ寸法及
び形状を有する、上記請求項の何れか一項に記載の創傷パッド。
【請求項９】
　前記創傷パッドは、不織材料を含む分配層を含む、上記請求項の何れか一項に記載の創
傷パッド。
【請求項１０】
　前記切り込みは前記分配層を貫通して延びている、請求項９に記載の創傷パッド。
【請求項１１】
　個別の切り込み群内の前記切り込みのうち、少なくとも２つは異なる深さを有している
、上記請求項の何れか一項に記載の創傷パッド。
【請求項１２】
　前記個別の切り込み群を備える少なくとも１つの第一の領域、及び前記個別の切り込み
群を備えない少なくとも１つの第二の領域を備える、上記請求項の何れか一項に記載の創
傷パッド。
【請求項１３】
　前記個別の切り込み群を備えない第二の領域は、前記創傷パッドの周囲に沿って延びて
いる、請求項１２に記載の創傷パッド。
【請求項１４】
　前記創傷パッド全体の切り込みパターンは、前記創傷パッドの周囲に沿って分布してい
る、上記請求項の何れか一項に記載の創傷パッド。
【請求項１５】
　自己接着性塗膜を有する創傷接触層、及び前記創傷接触層に取り付けられた請求項１～
１４の何れか一項に記載の創傷パッドを含む、使用者の皮膚の一部に付着して、使用者の
皮膚の一部を被覆する自己接着性部材。
【請求項１６】
　前記自己接着性部材が、創傷被覆材である、請求項１に記載の創傷パッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、繊維を含み、第一の個別の切り込み群及び第二の個別の切り込み群を備え、
各切り込み群は少なくとも第一の切り込み及び第二の切り込みを含む創傷パッドに関する
。
【０００２】
　本発明はまた、自己接着性塗膜を有する創傷接触層及び創傷パッドを含み、使用者の皮
膚の一部に付着し皮膚の一部を被覆する自己接着性部材に関する。
【背景技術】
【０００３】
　自己接着性創傷保護製品すなわちガーゼは、創傷の保護に用いられることが多い。その
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ような創傷保護製品は、典型的には、接着性塗膜を有する創傷接触層、及び創傷パッドを
備える。
【０００４】
　創傷保護製品では、摩耗時間が重要な因子である。接着性創傷保護製品は、例えば、通
常の使用時に接着性ガーゼと接触する生地（例えば、衣服または寝具）との摩擦により、
あるいは、例えば、ガーゼを装着する使用者の動き（例えば、膝や腕を曲げるなど）によ
り創傷保護製品の端に沿って使用者の皮膚との接着性接合を失い始める傾向があることが
多い。もちろん、これは望ましくない。というのは、これにより創傷保護製品を装着する
のが不快になり、創傷が適切に覆われなくなるために製品の機能が失われるかもしれない
からである。しかしながら、また、使用者の皮膚により優しいということから創傷保護製
品用に中程度の接着剤を用いることに対する一定の努力がある。信頼性と使い勝手の両方
を満たす製品を達成するために、これら２つの要求のバランスを取らなければならない。
　従って、摩耗時間が向上した自己接着性創傷保護製品に対する要求がある。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、個別の切り込み群を有する繊維を含む創傷パッドを提供することにより、上
記の及びその他の問題を解決するものである。前記個別の切り込み群は、切り込み群の一
切り込みが創傷パッドの機械方向に延びる仮想線のある側に開始点を有し、その仮想線と
交差し、他の切り込み群の一切り込みは、前記仮想線の他の側に開始点を有し、前記仮想
線と交差するように重なりを備える。これら切り込み群の量及び位置により、創傷パッド
のすべてまたは一部の繊維が伸長方向に沿って切断され、これにより創傷パッドはより柔
軟性のあるものになる。より柔軟性のある創傷パッドは、使用者の体により容易に沿うこ
とが可能であり、使用中の創傷パッドにかかる応力が少なくなる。これにより、より皮膚
に優しい接着剤を用いることができる。
【０００６】
　本発明の第一の側面によれば、繊維を含み、少なくとも第一及び第二の個別の切り込み
群を備える創傷パッドが提供される。前記個別の切り込み群のそれぞれは、少なくとも第
一の切り込み及び第二の切り込みを含み、前記第一の切り込み及び第二の切り込みは、共
通開始点からそれぞれの終点まで延びており、前記第一の切り込みの終点は、前記第二の
切り込みの終点から離れており、前記第一の切り込み群の共通開始点は、前記繊維状創傷
パッドの機械方向に延びる仮想線の第一の側に設けられ、前記第二の切り込み群の共通開
始点は前記仮想線の第二の側に設けられ、前記第一の切り込み群の第一の切り込みと前記
第二の切り込み群の第二の切り込みはそれぞれ前記仮想線と交差する。
【０００７】
　この第一の側面に従う創傷パッドは、流体取扱い能の点で創傷パッドの要件を満たすも
のであり、同時にこれまで知られていた創傷パッドよりも柔軟性が高められている。
【０００８】
　各切り込み群が少なくとも２つの切り込みを含むことは、創傷パッドの面に少なくとも
２つの直線または曲線の切り込みがあることを意味するものであり、この面は、創傷と接
触する創傷パッドの外表面と実質的に平行である。これにより、切り込みの深さは、創傷
と接触する創傷パッドの外表面に直交する面に延びることになる。
【０００９】
　しかしながら、前記少なくとも２つの切り込みは、複数の刃を有する切削器具など、１
つの器具のみで設けてもよい。従って、一例示的態様によれば、前記切り込みは、ナイフ
などの切削器具により設けられる。他の例示的態様によれば、前記切り込みはレーザーに
より切断して設けられる。
【００１０】
　用語「機械方向」は、製造中の材料ウェブの長さ方向を言う。従って、製品をロールか
ら切り取る前では、「機械方向」はロールの長さを言う。用語「幅方向」は、機械方向と
直交する方向を言う。
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【００１１】
　上記のような切り込みが設けられている。すなわち前記第一の切り込み群の共通開始点
が前記繊維状創傷パッドの機械方向に延びる仮想線の第一の側に設けられ、前記第二の切
り込み群の共通開始点が前記仮想線の第二の側に設けられ、前記第一の切り込み群の第一
の切り込みおよび前記第二の切り込み群の第二の切り込みはそれぞれ前記仮想線と交差し
、前記第一の切り込み群の切り込みの１つは前記第二の切り込み群の切り込みの１つと重
なる。従って、本願では、「重なり」は、切り込みが互いに交差していなければならない
ことを意味するのではなく、切り込みがいずれも創傷パッドの機械方向に延びる同一の仮
想線と交差するように延びていることを意味する。これにより、創傷パッドの層の何れか
に存在する繊維は、切り込みが設けられている領域において、少なくとも切り込みの延び
る方向に沿って一度切断される。これにより、切り込み群が設けられた創傷パッドの領域
において、創傷パッドの機械方向に延びる直線は、かならず少なくとも１つの切り込みを
通り、異なる切り込み群からのいくつかの切り込みを通る可能性もある。
【００１２】
　総流体取扱い能もまた高められる。特に、本発明のガーゼを用いると水蒸気損失が大き
く増加する。これは、切り込み群によってもたらされる製品の柔軟性が増加したことに起
因する可能性がある。創傷パッドは、湿潤条件で全ての方向に伸びることができる。従っ
て、ガーゼ内の液体の動き及び広がりが向上し、過剰な液体は製品から蒸発して、創傷パ
ッドから裏張り層を通って外に出ることができる。換言すれば、このガーゼはすぐに飽和
せずに、従来の柔軟性のない製品に比べて長時間、その位置に留まることができる。
【００１３】
　他の例示的態様によれば、２つの切り込みの重なりは、前記切り込み群が、第一の切り
込み群に外接する第一の仮想四角形が部分的に第二の切り込み群に外接する第二の仮想四
角形と交差するように設けられると記載されてもよい。ここで、前記仮想四角形は、創傷
パッドの機械方向に延びる２つの辺と創傷パッドの幅方向に延びる２つの辺を有し、各四
角形は、切り込み群に外接し得る最も小さい四角形である。
【００１４】
　他の例示的態様によれば、２つの切り込みの重なりは、前記切り込み群が、第一の切り
込み群に外接する第一の仮想四角形は第二の切り込み群に外接する第二の仮想四角形と部
分的に交差するように設けられていると記載されてもよい。ここで、仮想四角形は、創傷
パッドの機械方向に延びる２つの辺と、創傷パッドの幅方向に延びる２つの辺を有し、各
四角形は、これら２つの辺の少なくとも１辺の中央が前記切り込みの１つの終点と接して
いるように設けられている。
【００１５】
　各切り込み群が３つの切り込みを含む一例示的態様によれば、前記四角形は、その角の
うち第一の角が第一の切り込みの終点に設けられ、その角のうち第二の角が第二の切り込
みの終点に設けられ、その辺のうちの１つの中央が第三の切り込みの終点に設けられるよ
うに設けられる。
【００１６】
　各切り込み群が互いに直交する４つの切り込みを含む一例示的態様によれば、前記四角
形は、それぞれの辺の中央がそれぞれの切り込みの終点に設けられるように設けられる。
【００１７】
　一例示的態様によれば、上記の定義に従って、第一の切り込み群の切り込みと少なくと
も２つの他の切り込み群の切り込みとの間に重なりがある。この態様によれば、第一の切
り込み群の同じ１つの切り込みが他の２つの切り込み群の両方と重なる必要はなく、第一
の切り込み群の第一の切り込みが第二の切り込み群の切り込みと重なり、第一の切り込み
群の第二の切り込みが第三の切り込み群の切り込みと重なっていればよい。
【００１８】
　一例示的態様によれば、第一の切り込み群の１つ以上の切り込みと少なくとも３つの他
の切り込み群の１つ以上の切り込みとの間に重なりがある。前述の例示的態様と同様に、
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第一の切り込み群の同じ１つの切り込みが他の３つの切り込み群の切り込みと重なってい
る必要はない。
【００１９】
　一例示的態様によれば、第一の切り込み群の切り込みと少なくとも４つの他の切り込み
群の切り込みとの間に重なりがある。前述の２つの態様と同様に、第一の切り込み群の同
じ１つの切り込みが他の４つの切り込み群の切り込みと重なっている必要はない。
【００２０】
　一例示的態様によれば、前記第一の切り込み群の共通開始点はまた、前記繊維状創傷パ
ッドの幅方向に延びる仮想線の第一の側に設けられ、前記第二の切り込み群の共通開始点
は、前記仮想線の第二の側に設けられ、前記第一の切り込み群の第一の切り込み及び前記
第二の切り込み群の第二の切り込みはそれぞれ前記仮想線と交差する。従って、この態様
によれば、本願の重なりの定義に従って、創傷パッドの機械方向及び幅方向の両方に重な
り合う切り込みが設けられている。
【００２１】
　一例示的態様によれば、前記第一の切り込み群の共通開始点はまた、前記繊維状創傷パ
ッドの斜め方向に伸びる仮想線の第一の側に設けられ、前記第二の切り込み群の共通開始
点は前記仮想線の第二の側に設けられ、前記第一の切り込み群の第一の切り込み及び前記
第二の切り込み群の第二の切り込みはそれぞれ前記仮想線と交差する。斜め方向は、創傷
パッドの機械方向に対して４５°の角度を有する方向を意味する。従って、この態様によ
れば、本願の重なりの定義に従って、重なり合う切り込みは、創傷パッドの機械方向及び
斜め方向の両方に設けられている。また、重なりが創傷パッドの機械方向、幅方向、及び
斜め方向に設けられている態様も考えられる。
【００２２】
　一例示的態様によれば、前記第一の切り込み群の共通開始点はまた、前記繊維状創傷パ
ッドの第一の周点から前記繊維状創傷パッドの第二の周点まで任意の方向に延びる仮想直
線の第一の側に設けられ、前記第二の切り込み群の共通開始点は前記仮想線の第二の側に
設けられ、前記第一の切り込み群の第一の切り込み及び前記第二の切り込み群の第二の切
り込みはそれぞれ前記仮想線と交差する。
【００２３】
　一例示的態様によれば、第一の切り込み群の切り込みと他の切り込み群の切り込みとの
間は少なくとも１ｍｍである。従って、この例示的態様によれば、互いに重なり合う切り
込みは、互いに少なくとも１ｍｍ離れて設けられている。これにより、創傷パッドが創傷
流体の必要な量を吸収して輸送することができるように各個別の切り込み群の間に十分な
量の材料を設けられる。また、各個別の切り込み群の回りの材料の量により、創傷パッド
の好適な安定性が得られる。
【００２４】
　一例示的態様によれば、前記切り込みは、創傷パッドの全厚みを貫通するように延びて
いる。他の例示的態様によれば、前記切り込みは、創傷パッドの全厚みを貫通しないよう
に延びている。創傷パッドは、創傷パッドの意図する使用に応じて異なる材料を含む異な
る数の層で構成されていてもよい。特定の態様では、切り込みが創傷パッドの全厚みを貫
通するように延びていると有利な場合がある。他の態様では、切り込みが層のいくつかを
貫通する、あるいはある層を部分的に通るようにのみ延びていると有利な場合がある。
【００２５】
　一例示的態様によれば、前記個別の切り込み群のそれぞれは、前記共通開始点から延び
る少なくとも第三の切り込みをも含む。
　一例示的態様によれば、前記切り込みのそれぞれはまっすぐに伸びている。
【００２６】
　一例示的態様によれば、一切り込み群内の切り込みの１つと同じ切り込み群内の他の切
り込みとの角度は６０°～１５０°である。
【００２７】
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　他の例示的態様によれば、一切り込み群内の切り込みの１つと同じ切り込み群内の他の
切り込みとの角度は７２°～１２０°である。
【００２８】
　各切り込み群内の切り込み同士の角度は各群内の切り込み数に依存する。角度は一切り
込み群で同じであってもよいが、必ずしもその必要はない。
【００２９】
　一例示的態様によれば、各切り込み群内の第一の切り込みは、創傷パッドの機械方向に
対して６０°～９０°、より好ましくは７５°～９０°、最も好ましくは９０°の角度を
有する方向に伸びている。各切り込み群内の第一の切り込みの創傷パッドの機械方向に対
する角度が本態様に従う範囲内であれば、創傷パッドの繊維層の繊維は、切り込みの伸長
方向に沿って十分な程度で切断される。
【００３０】
　一例示的態様によれば、同一切り込み群内の前記第二の切り込みと前記第三の切り込み
との角度は、６０°～１２０°である。各切り込み群内の切り込み同士の角度は各群内の
切り込み数に依存する。一切り込み群内のすべての切り込み同士の角度は同じであっても
よいが、必ずしもそうである必要はない。
【００３１】
　前記切り込み群が３つの切り込みからなる一例示的態様によれば、前記切り込み間のそ
れぞれの角度は１２０°である。
【００３２】
　一例示的態様によれば、前記切り込みのそれぞれの長さは、３ｍｍ～７ｍｍ、好ましく
は４ｍｍ～６ｍｍ、最も好ましくは５ｍｍである。
【００３３】
　一例示的態様によれば、一切り込み群内の前記切り込みのそれぞれの長さは同じである
。
【００３４】
　一例示的態様によれば、各切り込み群は、創傷パッドに設けられた他の切り込み群と同
じ寸法及び形状を有する。
【００３５】
　従って、一切り込み群内の切り込みの長さは、同じであってもよいが、必ずしもその必
要はない。また、切り込みの長さは、異なる切り込み群の間で異なっていてもよい。しか
しながら、切り込みの長さは、創傷パッド全体で同じであってもよい。
【００３６】
　一例示的態様によれば、２つの隣接する切り込み群の共通開始点間の距離は、これら隣
接する切り込み群の各切り込みの長さの２倍より短い。
【００３７】
　一例示的態様によれば、前記切り込みのそれぞれの幅は、１ｍｍ未満である。用語「切
り込み」は、材料をできるだけ除去しない切断部を意味する。一例示的態様によれば、前
記創傷パッドから全く材料が除去されない。
【００３８】
　一例示的態様によれば、前記創傷パッドは不織材料を含む分配層を含む。
【００３９】
　一例示的態様によれば、前記不織材料は、ポリエステル及び／またはビスコース繊維を
含む。
【００４０】
　一例示的態様によれば、前記切り込みは、前記創傷パッドの分配層を貫通するように延
びている。
【００４１】
　一例示的態様によれば、前記創傷パッドは液体保持・輸送層を含む。一例示的態様によ
れば、前記液体保持・輸送層は超吸収剤を含む。
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【００４２】
　一例示的態様によれば、前記創傷パッドは液体輸送層を含む。一例示的態様によれば、
前記液体輸送層は発泡性材料を含む。
【００４３】
　一例示的態様によれば、前記創傷パッドは第四の層を含む。一例示的態様によれば、前
記第四の層は発泡体を含む。
【００４４】
　上記の創傷パッドの異なる層は、多くの異なる態様と組み合わせてもよい。一例示的態
様によれば、前記創傷パッドは、液体輸送層である第一の層、分配層である第二の層、及
び液体保持・輸送層である第三の層を含み、前記液体輸送層は前記分配層の一面に設けら
れ、前記液体保持・輸送層は前記分配層の他の面に設けられている。前記の例示的態様に
加えて、他の例示的態様は、前記液体保持・輸送層の面に設けられた前記第四の発泡性層
を含み、前記液体保持・輸送層は前記分配層から離れている。他の例示的態様は、分配層
、及び液体保持・輸送層を含む。他の例示的態様は、液体輸送層、及び分配層を含む。
【００４５】
　一例示的態様によれば、前記切り込みは、前記分配層を貫通して延びている。前記分配
層は、多くの創傷パッドにおいて最も硬い層である。従って、特定の用途で他の層の１つ
以上を貫通するように切ることが有利であったとしても、前記分配層に切り込みを設ける
ことは、創傷保護製品の他の層の何れかを貫通するように切ることに比べて柔軟性に最も
大きな効果を及ぼす。また、特定の用途では、分配層を貫通しないように切り込みを入れ
ること、及び他の層の１つ以上を貫通するように切り込みを入れることも有利である。
【００４６】
　一例示的態様によれば、前記切り込みは、前記液体保持・輸送層と前記分配層を貫通す
るように延びている。この態様では、切り込みは前記創傷パッドの液体保持・輸送層側か
ら入れてもよい。
【００４７】
　一例示的態様によれば、前記切り込みは前記液体保持・輸送層、前記分配層を貫通し、
前記液体輸送層を少なくとも部分的に通るように延びている。この態様では、切り込みは
創傷パッドの液体保持・輸送層側から入れてもよいが、前述の例示的態様よりも幾分深め
に設けてあり、従って液体輸送層まで延びている。
【００４８】
　一例示的態様によれば、前記切り込みは、前記液体輸送層と前記分配層の両方を貫通す
るように延びている。この態様では、切り込みは創傷パッドの液体輸送層側から入れても
よい。
【００４９】
　一例示的態様によれば、前記切り込みは、前記液体輸送層、前記分配層を貫通し、前記
液体保持・輸送層を少なくとも部分的に通るように延びている。この態様では、切り込み
は創傷パッドの液体輸送層側から入れてもよいが、前述の例示的態様よりも幾分深めに設
けてあり、従って液体保持・輸送層まで延びている。
【００５０】
　一例示的態様によれば、前記切り込みは、創傷パッド全体を貫通するように延びている
。例えば、創傷パッドが液体輸送層、分配層、及び液体保持・輸送層を含む場合、前記切
り込みは、前記液体保持・輸送層、前記分配層、及び前記液体輸送層を貫通して延びてい
る。この態様もまた、創傷パッドの他の例示的態様の多くにおいて実施されてもよい。
【００５１】
　一例示的態様によれば、一切り込み群内の前記切り込みの少なくとも２つは異なる深さ
を有する。例えば、前述の異なる態様に従う深さの異なる組み合わせが考えられる。また
、一切り込み群内の切り込みがある層を貫通し、他の切り込みが同じ層を部分的にのみ通
るように延びている態様も考えられる。
【００５２】
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　一例示的態様によれば、第一の切り込み群の深さは第二の切り込み群の深さと異なる。
【００５３】
　一例示的態様によれば、前記創傷パッドは、前記個別の切り込み群が設けられた少なく
とも１つの第一の領域、及び前記個別の切り込み群が設けられていない少なくとも１つの
第二の領域を備える。
【００５４】
　一例示的態様によれば、前記個別の切り込み群が設けられていない第二の領域は、前記
創傷パッドの周囲に沿って設けられる。従って、この態様によれば、創傷パッドの周囲に
延びる少なくとも一領域は、切り込み群を備えていない。
【００５５】
　一例示的態様によれば、創傷パッド全体の切り込みパターンは、創傷パッドの周囲に沿
って分布している。この態様では、創傷パッドの中央領域は、切り込み群が設けられてい
ない。創傷パッドの中央領域に切り込みを入れずにおくことにより、創傷パッドにより吸
収される可能性のある液体量に顕著な効果を及ぼすと同時に、創傷パッドの端に沿ってそ
の柔軟性を高める可能性がある。この態様ではまた、切り込み群と各群内の切り込みが、
創傷パッドが十分に切断されるように重なり合って設けられることが重要である。例えば
、創傷パッドの繊維を含む層を貫通するように切り込みが設けられている場合、切り込み
群が設けられた領域の繊維はその伸長方向に沿って少なくとも１回切断されている。
【００５６】
　一例示的態様によれば、切り込み群が設けられていない中央領域と、切り込み群が設け
られていない創傷パッドの周囲に最も近い領域を有する創傷パッドが設けられている。代
わりに、これらの間の領域に切り込み群が設けられている。
【００５７】
　一例示的態様によれば、切り込み群は、創傷パッド全体に均一に分布している。従って
、この態様によれば、創傷パッド全体に切り込み群が設けられている。創傷パッド全体に
切り込み群が設けられているということは、仮想四角形が切り込み群に外接すると理解す
ることを意味する。ここで、これら仮想四角形は、創傷パッドの機械方向に延びる２つの
辺と、創傷パッドの幅方向に延びる２つの辺を有し、各四角形は、一切り込み群に外接し
得る最も小さい四角形であって、創傷パッド全体を覆っている。
【００５８】
　一例示的態様によれば、仮想四角形は、切り込み群に外接し、これら仮想四角形は、創
傷パッドの機械方向に延びる２つの辺と、創傷パッドの幅方向に延びる２つの辺を有し、
各四角形は、一切り込み群に外接し得る最も小さい四角形であって、創傷パッドの少なく
とも９０％を覆っている。この態様によれば、創傷パッドの実質的に全体に渡って切り込
み群を設けられることが可能である。そして、例えば、創傷パッドの幾分小さい領域、例
えば創傷パッドの周囲に沿った領域には切り込み群が設けられていない。
【００５９】
　一例示的態様によれば、繊維、及び複数の個別の切り込み群を備える創傷パッドが提供
される。ここで、前記個別の切り込み群のそれぞれは、少なくとも第一の切り込み及び第
二の切り込みを含み、前記第一の切り込み及び前記第二の切り込みは、共通開始点からそ
れぞれの終点まで延びており、前記第一の切り込みの終点は、前記第二の切り込みの終点
から離れており、１つの第一の切り込み群の共通開始点は前記繊維状創傷パッドの機械方
向に延びる仮想線の第一の側に設けられ、前記第一の切り込み群に隣接する第二の切り込
み群の共通開始点は、前記仮想線の第二の側に設けられ、前記第一の切り込み群の第一の
切り込み及び前記第二の切り込み群の第二の切り込みはそれぞれ前記仮想線と交差し、前
記複数の切り込み群は、最も外側の切り込み群の間の領域で創傷パッドの一側から別の側
に少なくとも１つの切り込みを通らずに線を引くことができないように設けられている。
【００６０】
　一例示的態様によれば、前記創傷パッドは、切り込み群を備える中央領域、及び切り込
み群を備えない周辺部分を含む。
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【００６１】
　一例示的態様によれば、前記中央領域は創傷パッドの７５～９５％、より好ましくは８
５～９５％に渡る。
【００６２】
　一例示的態様によれば、前記周辺領域は、前記創傷パッドの周囲に沿って延びており、
創傷パッドの中心に向かって３～１２ｍｍ、好ましくは４～１０ｍｍ、最も好ましくは４
～６ｍｍの範囲の幅を有する。
【００６３】
　一例示的態様によれば、前記中央領域は、少なくとも１つの切り込みを通らずに前記中
央領域を通って創傷パッドの機械方向に線を引くことができないような複数の切り込み群
を備える。
【００６４】
　一例示的態様によれば、前記中央領域は、少なくとも１つの切り込みを通らずに前記中
央領域を通って創傷パッドの幅方向に線を引くことができないような複数の切り込み群を
備える。
【００６５】
　一例示的態様によれば、前記中央領域は、少なくとも１つの切り込みを通らずに前記創
傷パッドの斜め方向に直線を引くことができないような複数の切り込み群を備える。
【００６６】
　一例示的態様によれば、前記中央領域は、少なくとも１つの切り込みを通らずに前記創
傷パッドの第一の周点から前記創傷パッドの第二の周点まで任意の方向に延びる直線を引
くことができないような複数の切り込み群を備える。
【００６７】
　一例示的態様によれば、前記中央領域は、少なくとも３つの切り込みを通らずに前記中
央領域を通って創傷パッドの機械方向に線を引くことができないような複数の切り込み群
を備える。
【００６８】
　一例示的態様によれば、前記中央領域は、少なくとも３つの切り込みを通らずに前記中
央領域を通って創傷パッドの幅方向に線を引くことができないような複数の切り込み群を
備える。
【００６９】
　一例示的態様によれば、前記中央領域は、少なくとも５つの切り込みを通らずに前記創
傷パッドの斜め方向に延びる直線を引くことができないような複数の切り込み群を備える
。
【００７０】
　一例示的態様によれば、前記中央領域は、少なくとも３つの切り込みを通らずに前記創
傷パッドの第一の周点から前記創傷パッドの第二の周点まで任意の方向に延びる直線を引
くことができないような複数の切り込み群を備える。
【００７１】
　創傷パッドの形状及び寸法は様々である。従って、創傷パッドに設けられる切り込み群
の数もまた創傷パッド毎に異なる。例えば、小さい創傷パッドは、機械方向にいくつかの
（例えば、３つの）切り込み群と、幅方向にいくつかの（例えば、４つの）切り込み群を
備えていてもよい。もちろん、長方形の創傷パッドは、一方向、すなわち機械方向または
幅方向に、他の方向よりも多くの、あるいはさらに多くの切り込み群を有していてもよい
。正方形の創傷パッドは、いずれの方向にもほぼ同じ数の切り込み群を有していてもよい
。大きい創傷パッドは、いずれの方向でも小さい創傷パッドよりも多くの切り込み群を備
えていてもよい。
【００７２】
　一例示的態様によれば、前記切り込み群は、切り込み群の列で設けられており、前記個
別の切り込み群の列は、創傷パッドの幅方向に互いに間隔を空けて設けられている。
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【００７３】
　本発明の第二の側面によれば、使用者の皮膚に付着して、使用者の皮膚を被覆する自己
接着性部材が提供される。前記自己接着性部材は、自己接着性塗膜、及び前記創傷接触層
に取り付けられた前述の例示的態様の何れか一項に記載の創傷接触層を含む。
【００７４】
　本発明の第一の側面の創傷パッドは、創傷被覆材などの自己接着性部材に用いるのに好
適である。
【００７５】
　一例示的態様によれば、前記創傷接触層は、フィルム層及び接着性塗膜を含む。
【００７６】
　一例示的態様によれば、前記自己接着性部材は、創傷パッドが前記創傷接触層のフィル
ム層と接触するように設けられ、且つこの自己接着性部材を使用する際に前記創傷接触層
の前記接着性塗膜が使用者に対向するように設けられる。
【００７７】
　一例示的態様によれば、３層を含む創傷パッドを用いる場合、前記創傷パッドの液体輸
送層は、創傷接触層に最も近い位置に設けられ、液体保持・輸送層は創傷接触層から最も
離れた位置に設けられる。
【００７８】
　一例示的態様によれば、前記自己接着性部材はまた、裏張り層を含み、前記裏張り層は
前記創傷接触層に対して前記創傷パッドの反対側に設けられている。
【００７９】
　本発明の第三の側面によれば、繊維を含み、少なくとも第一及び第二の個別の切り込み
群を備える創傷パッドが提供される。前記個別の切り込み群のそれぞれは、少なくとも第
一の切り込み及び第二の切り込みを含み、前記第一の切り込み及び前記第二の切り込みは
、共通開始点からそれぞれの終点に延びており、前記第一の切り込みの終点は前記第二の
切り込みの終点から離れており、１つの切り込み群内の前記第一の切り込みの深さは別の
１つの切り込み群の前記第二の切り込みの深さと異なっている。
【００８０】
　本発明の第三の側面は、本発明の第一及び第二の側面について上で開示された異なる例
示的態様の何れか１つと組み合わせてもよい。本発明の第三の側面は、本発明の第一の側
面と共に用いてもよいが、前記第一の切り込み群の共通開始点が前記繊維状創傷パッドの
機械方向に延びる仮想線の第一の側に設けられ、前記第二の切り込み群の共通開始点が前
記仮想線の第二の側に設けられ、前記第一の切り込み群の第一の切り込みと前記第二の切
り込み群の第二の切り込みはそれぞれ前記仮想線と交差する個別の切り込み群を備える創
傷パッドにその使用の可能性を限定する必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
　本発明の上述及び追加の目的、特徴、及び利点は、添付の図面を参照して、本発明の例
示的態様の例示的かつ非限定的な詳細な記述を通じてよりよく理解されよう。
【００８２】
【図１】図１は、創傷保護製品の一部を形成する本発明に従う創傷パッドの第一の態様を
示す斜視図である。
【００８３】
【図２】図２は、本発明に従う創傷パッド及び創傷保護製品の第一の態様を示す分解図で
ある。
【００８４】
【図３】図３は、本発明に従う創傷パッドを含む創傷保護製品を示す断面図である。
【００８５】
【図４ａ】図４ａは、本発明の第一の態様に従う創傷パッドの切り込みパターンを示す上
面図である。
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【００８６】
【図４ｂ】図４ｂは、本発明の第一の態様に従う一切り込み群の詳細な図である。
【００８７】
【図５ａ】図５ａは、本発明の別の態様を示す斜視図である。
【００８８】
【図５ｂ】図５ｂは、図５ａの別の態様を示す分解図である。
【００８９】
【図６ａ】図６ａは、本発明の別の態様に従う創傷パッドの切り込みパターンを示す上面
図である。
【図６ｂ】図６ｂは、本発明の別の態様に従う創傷パッドの切り込みパターンを示す上面
図である。
【００９０】
【図７】図７は、従来の製品に比べて、本発明に従う創傷パッドの柔軟性が向上したこと
を示すグラフである。
【００９１】
【図８ａ】図８ａは、本発明の第三の側面に従う例示的態様の斜視図である。
【図８ｂ】図８ｂは、本発明の第三の側面に従う例示的態様の斜視図である。
【図８ｃ】図８ｃは、本発明の第三の側面に従う例示的態様の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００９２】
　以下、本発明の例示的態様を示す添付の図面を参照して、本発明をより十分に記述する
。しかしながら、本発明は、多くの異なる形態で具現化してもよく、本明細書に記載する
態様に限定するものと解釈されるべきではない。むしろ、これら態様は、当業者に本発明
の範囲を徹底して完全かつ十分に伝えるために提供されるものである。本記述を通して、
同様の参照符号は同様の要素を指す。
【００９３】
　図１及び図２は、本発明に従う創傷パッドの第一の態様、及び自己接着性創傷保護製品
など、使用者の皮膚の一部に付着し、皮膚の一部を被覆する例示的な四角形の自己接着性
部材１を示す。自己接着性部材１の形状は、四角形に限定されず、他の任意の好適な形状
（例えば、円形、楕円形など）であってもよい。
【００９４】
　自己接着性部材１は、裏張り層２、及び自己接着性塗膜（図示せず）、好ましくはシリ
コーンゲル接着性塗膜を有する創傷接触層３を含む。創傷接触層は、切れ目がなくてもよ
く、また穴が空いていてもよい。あるいは、自己接着性部材の自己接着性塗膜は、アクリ
ルまたはゴム系の柔らかいホットメルト塗膜であってもよい。
【００９５】
　裏張り層２は、柔軟性のある層で、装着する人の体のどこか一部に容易に貼り付けるこ
とができる。裏張り層は、重合体フィルムが好適であり、ポリウレタンフィルムが好まし
い。そのようなフィルムがこの目的に好適である。プラスチックフィルム、特にポリウレ
タンフィルムは、創傷保護製品を装着する人の体の形状に密着するように沿わせるために
、１００μｍ未満、好ましくは１０～５０μｍの厚みを有していてもよい。あるいは、裏
張り層２は、例えば、ポリウレタン（ＰＵ）、エチレン－酢酸ビニル（ＥＶＡ）、または
熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）などの弾性フィルムを好適に含むことができる積層体で
あってもよい。また、この積層体は、不織材料あるいは織物材料の層を含んでいてもよい
。積層体のこれらの層は、例えば、ホットメルト接着剤またはアクリル接着剤、熱積層、
あるいは火炎積層を用いた接着積層により積層されていてもよい。
【００９６】
　また、創傷保護製品の取扱いを容易にするために、裏張り層の上に担持層（図示せず）
が設けられていてもよい。担持層の機能は、プラスチックフィルムを支持して安定させる
ことであり、創傷保護製品を装着する人の皮膚に貼り付けると、担持層は取り除かれる。
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このような担持層は、裏張り層に用いられる材料よりも幾分硬いプラスチックフィルム、
不織材料、柔軟性のある発泡材料、あるいは紙（有用なのはポリエチレンでコーティング
したもの）でできていてもよい。
【００９７】
　自己接着性部材は、中央領域６、及び中央領域６を囲み、外縁８を含む縁領域７を含む
。中央領域６には創傷パッド４が設けられている。
【００９８】
　この態様では、創傷パッド４は、３つの層、すなわち、液体輸送層１０、分配層１１、
及び液体保持・輸送層１２を含む。液体輸送層１０は、発泡体（例えば、ポリウレタンフ
ォーム）からできている。分配層１１は繊維を含み、不織材料からできている。液体保持
・輸送層１２は、超吸収剤（例えば、超吸収繊維または粒子）を含む材料からできている
。液体輸送層１０は、創傷パッドを自己接着性部材１に設ける際に創傷接触層３に向けら
れた前記分配層１１の第一の側に設けられている。液体保持・輸送層１２は、前記分配層
１１のもう一方の側に設けられており、これにより、創傷パッド４が自己接着性部材１に
設けられる際に裏張り層２の側に向くように配置される。
【００９９】
　図４によりはっきりと示されているが、創傷パッド４は、切り込み１５ａ、１５ｂ、１
５ｃの群１５を備える。図２から分かるように、切り込みは、液体保持・輸送層１２及び
分配層１１を貫通して延びている。この態様では、液体輸送層１０は切り込みを備えてい
ない。
【０１００】
　図３は、図１及び図２の自己接着性部材１の図１の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った断面を示
す。この図から分かるように、切り込み１５ａのうちの２つが示されている。これら切り
込み１５ａは、液体保持・輸送層１２内の超吸収剤を含む材料及び分配層１１の繊維材料
を貫通している。これにより、繊維１４はその長さに沿って切断されている。液体保持・
輸送層及び分配層の繊維を切断することで、より柔軟性のある製品が得られる。
【０１０１】
　第一の例示的態様の創傷パッドの切り込みパターンが図４ａに示されている。これから
分かるように、各切り込み群１５は、共通開始点１６から３つの異なる方向に延びる３つ
の切り込み１５ａ、１５ｂ、１５ｃを含む。各切り込み１５ａ、１５ｂ、１５ｃの終点１
７ａ、１７ｂ、１７ｃは互いに離れている。このこともまた、図４ｂの拡大図に示されて
いる。
【０１０２】
　図示の態様では、各切り込み群の第一の切り込み１５ａは、創傷パッドの幅方向ＣＤ、
すなわち創傷パッドの機械方向ＭＤに直交する方向に延びている。各切り込み群の他の２
つの切り込み１５ｂ、１５ｃは、創傷パッドの機械方向ＭＤに対して角度を付けて設けら
れている。この態様では、これら３つの切り込み間の角度α、β、γは、同じ１２０°で
ある。この態様では、１つの切り込み群内の３つの切り込み全てにおいて各切り込みの長
さＬ１、Ｌ２、及びＬ３もまた同じである。
【０１０３】
　これら切り込み群１５は、１つの切り込み群１５の１つの切り込みが他の切り込み群の
少なくとも１つの切り込みと重なるようなパターンで設けられている。換言すれば、第一
の切り込み群１５の共通開始点１６は、前記繊維状創傷パッドの機械方向に延びる仮想線
２０の第一の側に設けられ、第二の切り込み群１５の共通開始点１６は前記仮想線２０の
第二の側に設けられ、前記第一の切り込み群の第一の切り込み１５ａ及び前記第二の切り
込み群の第二の切り込み１５ｂはそれぞれ前記仮想線と交差する。図示の態様では、また
、第二の切り込み群の第三の切り込み１５ｃは前記仮想線と交差する。これにより、切り
込み群が創傷パッドの機械方向に設けられている領域では、少なくとも１つの切り込みを
通らずに創傷パッド４の周囲の任意の点から創傷パッド４の周囲の他の点まで直線を引く
ことが出来ない。従って、創傷パッドは何回も切断され、例えば、分配層１１の繊維はそ
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の伸長時に少なくとも一度切断される。
【０１０４】
　これらの図面から分かるように、創傷パッドの周囲に延びる狭い領域は、切り込み群が
入れられておらず、この領域では創傷パッドは切断されていない場合がある。しかしなが
ら、この領域は、創傷パッドの総領域の小さい部分に過ぎず、このような切り込みない領
域は本発明の顕著な効果を損なうものではない。さらに、周囲に最も近い領域に切り込み
を設けないことで、創傷パッドの最も外側の部分の小さい部分が創傷パッドから離れ落ち
る危険性を低減する。
【０１０５】
　図４に示すパターンでは、列の１つの各切り込み群１５は、他の４つの切り込み群１１
５、２１５、３１５、４１５と重なっている。切り込み群１１５、２１５、３１５、及び
４１５の特徴は、他の群１５の何れか１つと同様である。この例で、これらの群が他の切
り込み群１５の１つと重なっていることのみを示すために、これらの群は異なる参照符号
で示されている。図５ａ及び図５ｂでは、別の態様が示されている。しかしながら、この
態様の大部分の特徴は図１～図４ｂに関して記載した態様と同様であり、これらの特徴は
この態様では再度、詳述しない。この態様と前述の態様の違いは、この態様では、創傷パ
ッドの周囲に近い部分のみが切り込み群１５を備えるという点である。しかしながら、こ
の態様でも、最も外側の部分、すなわち創傷パッドの周囲に隣接する部分は切り込みを備
えていない。
【０１０６】
　しかしながら、この態様でも、少なくとも創傷パッドの機械方向ではなく、また創傷パ
ッドの最も外側の部分を除いて、切り込みパターンは、１つの切り込み群１５内の切り込
み１５ａ、１５ｂ、１５ｃの少なくとも１つが他の切り込み群１５内の切り込み１５ａ、
１５ｂ、１５ｃの何れかと重なり、少なくとも１つの切り込みを通らずに創傷パッド４の
周囲の任意の点から創傷パッド４の周囲の他の点まで直線を引くことが出来ないように設
けられている。従って、この態様でも、創傷パッドは十分な程度に切断され、例えば、分
配層１１の繊維の大部分はその伸長時に少なくとも一度切断される。
【０１０７】
　図６ａ及び図６ｂは、切り込み群内の切り込みの設計の別の態様を示す。図６ａでは、
切り込み群５１５の第一の別の態様が示されている。切り込み群５１５は、共通中央点５
１６から延びる４つの切り込み５１５ａ～５１５ｄを含む。この態様では、切り込み間の
角度は直角である。図６ｂでは、第二の別の態様が示されている。この態様では、切り込
み群６１５は、それぞれ、共通中央点６１６から延びる５つの切り込み６１５ａ～６１５
ｅを含む。この態様でもまた、切り込み間の角度は、互いに同じ、すなわち７２°である
。これらの態様では、切り込みパターンもまた、１つの切り込み群内の少なくとも１つの
切り込みが他の切り込み群内の１つの切り込みと重なるように設けられて、上述の態様と
同じ効果を達成している。これら２つの別の態様について具体的に述べていない特徴及び
多様性は、第一の態様と同様である。
【０１０８】
　切り込みは、機械的器具（例えば、ナイフ）または例えばレーザーによる切断など、周
知の手段で設けてもよい。そのような方法は当該分野で周知であり、本明細書でさらに詳
しく述べることはしない。
【０１０９】
　図７は、従来の創傷パッドと本発明に従う創傷パッドの柔軟性の比較を示すグラフであ
る。これらの試験では、試験法ASTM D882-02を用いたが、解像度に関して修正した、すな
わち追加の測定が含まれていた。この試験で検査した創傷パッドは、ポリアクリラート、
綿、及びポリエステルを含む層と、ポリエステル及びビスコースを含む層の２つの不織層
を含んでいた。「参照」として示された線は、切り込みのない創傷パッドを示している。
これから分かるように、創傷パッドを歪ませるには大きな力が必要である。この製品を約
２０～２５％歪ませると破れるので、３０％までの最終歪みに対してより小さい力が求め



(14) JP 6853185 B2 2021.3.31

10

20

30

40

50

られる。線２１は、互いに重なっていない切り込みを有する創傷パッドを示す。必要とす
る力はより小さいものの、引っ張った時のこの創傷パッドの特性は、切り込みがない創傷
パッドと同じである。線２０は、本発明に従う創傷パッドを示す。グラフから分かるよう
に、歪ませるため必要な力はより小さく、創傷パッドは破れずにより大きな程度、延伸す
ることができる。線２２は、本発明の範囲内の他の態様を示すが、線２０で示される態様
ほど好ましくはない。線２２で示される態様は、線２０で示される態様に比べて切り込み
が少なく、グラフから分かるように、線２２で示される態様を歪ませるにはより大きな力
を必要とする。しかしながら、ここでもまたグラフから分かるように、本発明の範囲に含
まれない創傷パッドに比べて線２２で示される態様を歪ませるのに必要な力はより小さい
。また、線２２で示される態様は、２０～２５％で歪ませても破れない。
【０１１０】
　本発明者らはまた、本発明に従う創傷パッドを備えるガーゼと、従来の創傷パッドを備
えるガーゼの総流体取扱い能の比較分析を行った。ガーゼの流体取扱い能は、EN 13726-1
: 2002 (E), 3.3. Fluid handling capacity（流体取扱い能）に従って測定した（試験液
Ａの量については修正し、３０ｍｌを用いた）。ガーゼは、裏張り層、創傷パッド、及び
創傷接触層に関して全く同じ構成としたが、違いは本発明のガーゼの創傷パッドの分布層
には本発明に従う切り込みが備えられている点であった。切り込み群は、図７の線２０に
示されたものと同様であった。従来のガーゼの分布層には切り込みを設けなかった。本発
明のガーゼでは、総流体取扱い能は約２０％高められた。また水蒸気損失（ＭＶＬ）は３
９％増加した。これは、切り込みによって製品の柔軟性が高められたことに起因する可能
性がある。本発明の創傷パッドは、湿潤条件で全ての方向に引っ張ることができる。従っ
て、ガーゼ内の液体の動き及び広がりが向上し、過剰な液体を製品から蒸発させることが
でき、創傷パッドから裏張り層を通って外に出すことができる。換言すれば、本発明のガ
ーゼはすぐには飽和せずに、従来の柔軟性のない製品に比べて長時間、その位置に留まる
ことができる。
【０１１１】
　図８ａ～図８ｃは、本発明の他の側面の概略を示す。上記で用いられた同じ参照符号は
同じ特徴を表すので、これらについてさらに詳述することはしない。この側面では、切り
込み群８１５が示されている。この切り込み群は、３つの切り込み８１５ａ、８１５ｂ、
及び８１５ｃからなるが、この側面は上述の異なる態様で記載された切り込みと異なる態
様の何れか一つと組み合わせることが考えられる。図８ａから分かるように、第一の切り
込み８１５ａの深さは、第二及び第三の切り込み８１５ｂ及び８１５ｃの深さよりも小さ
い。例えば、第一の切り込み８１５ａが創傷パッドの１つの層を貫通して延び、第二及び
第三の切り込み８１５ｂ及び８１５ｃが２つ以上の層を貫通して延びていてもよい。これ
は、例えば、図８ｂに示されており、３つの切り込み全てが液体保持・輸送層を貫通し、
第二及び第三の切り込みのみが分配層１１を貫通して延びている。また、３つの切り込み
が創傷パッドの１つの層内で異なる深さまで延びていることも考えられる。
【０１１２】
　図８ｃは、本発明のこの側面の他の態様を示す。この態様では、切り込みは創傷パッド
の液体輸送層１０の側から入れられている。３つの切り込み８１５ａ、８１５ｂ、及び８
１５ｃは全て、液体輸送層１０を貫通して延びている。しかしながら、これらの切り込み
の深さは様々であり、各切り込み群内の２つの切り込みのみが分配層１１を貫通して延び
ている。この態様では、これらの切り込みの深さは異なる切り込み群間で異なっている。
図から分かるように、ある群では第一の切り込み８１５ａの深さが最も小さく、他の群で
は第二の切り込み８１５ｂの深さが最も小さく、さらに別の群では第三の切り込み８１５
ｃの深さが最も小さい。
【０１１３】
　本発明の例示的態様を本明細書で記載したが、当業者には自明であるが、本明細書で記
載した本発明に対して多くの変形、修正、変更を行ってもよい。従って、本発明の様々な
態様及び側面の上記記載及び添付の図面は、本発明の非制限的な例と見なすべきであり、
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保護の範囲は添付の請求項によって定義される。
【０１１４】
　例えば、上記記載の本発明に従う創傷パッドは自己接着性部材の一部を形成するとして
記載したが、この創傷パッドを独立した製品として販売・流通させることが考えられる。
また、この創傷パッドを創傷保護製品以外の用途で用いることも考えられる。
【０１１５】
　３つの切り込み間の角度は同じであると記載した。しかしながら、これら切り込み間の
角度は同じでないことも考えられる。また、切り込みの長さも、一切り込み群内の３つの
切り込み全てで同じであると記載した。しかしながら、異なる長さの切り込みを一切り込
み群内、あるいはそれぞれ異なる切り込み群の何れかに設けることも考えられる。
【０１１６】
　多くの態様で、切り込みは、創傷パッドの液体保持・輸送層側から入れられて、液体保
持・輸送層及び分配層を貫通していると記載した。しかしながら、切り込みは、創傷パッ
ドの他の側から入れられて、液体輸送層及び分配層を貫通していることも考えられる。ま
た、切り込みが創傷パッド全体を貫通して、すなわち上述の態様の３つの層全てを貫通し
ている創傷パッドも考えられる。さらに、切り込みが１つの層を部分的に通る態様も考え
られる。例えば、切り込みを創傷パッドの液体保持・輸送層側から入れた場合、切り込み
は、液体保持・輸送層及び分配層を貫通し、部分的にのみ液体輸送層内に達するように創
傷パッドの深さ方向に延びていてもよい。切り込みを創傷パッドの液体輸送層側から入れ
る場合も同様で、この場合は、切り込みは部分的に液体保持・輸送層内に達していてもよ
い。
【０１１７】
　さらに、上記創傷パッドは、液体輸送層、分配層、及び液体保持・輸送層を含むと記載
した。しかしながら、液体保持・輸送層及び分配層を含むが、液体輸送層を含まない創傷
パッドの態様も考えられる。そのような態様では、創傷パッドを自己接着性部材に設ける
際に、分配層が創傷接触層に最も近くなる。他の例示的態様の創傷パッドは、圧縮発泡体
層及び分配層を含む。さらに別の例示的態様は、図１～図５及び図８に関連して示された
態様と同様であるが、液体保持・輸送層の側に隣接するが、分配層には隣接していない発
泡体を含む更なる層を含む。
【０１１８】
　当業者には自明であるが、上述の異なる別の態様及び側面は、例えば、層の数及び層の
構成、切り込み群の設計及び形状、切り込み群の位置及び深さに関して請求項の範囲内の
様々な好適な態様のそれぞれと組み合わせてもよい。
　さらに、請求項の参照符号はいずれも範囲を限定するものと解釈するべきではない。
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